
あなたの行動が社会を変える！
消費者が主役の「消費者市民社会」では、消費者の行動で社会を変えることが求め
られている。「消費者市民社会」の一員として、自分自身の行動を考えてみよう。

製品やサービスで事故にあった

不正な取引、製品等の
事故が続く

不正な取引、トラブル・
被害の拡大

国（消費者庁・関係省庁）や
都道府県が動く！
◎�違法な営業をしている事業者に対
し、営業停止を命令
◎�違法な表示をして
いる事業者に対し、
定められた表示を
するように命令

消費生活センターに相談事業者に相談
（お客様相談室）

法律の整備

不適正な取引・表示、安全性を欠く製品
やサービスが改善される

健全な事業者が育ち、良質で安全な商品・
サービスが増える

消費者の積極的な行動に
よって、安全・安心に暮らす
ことができる

トラブルの解決 国民生活センター
全国の消費生活センター等で
受け付けた消費生活相談情報
の収集、分析、提供

消費者トラブルにあったとき、あなたならどうする？

 ③消費生活センターや事業者（お客様相談室）に相談する。
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消費者トラブルだ！

助言を聞いて相談

相談 相談

＊他の消費者からも次々と情報が・・・

解決のための
助言や

あっせん交渉

契約トラブルにあった

ワーク 8� �消費生活センターや事業者（お客様相談室）に相談する意義について、下の図を参考に考えてみよう。

消費者市民社会の実現

対
応
し
な
い

あきらめる

行動しない 行動する

あ
き
ら
め
る

トラブルの
解決

対
応
す
る
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